
鶴
岡
市
は
平
成

年
度

28

の
国
民
健
康
保
険
税
を
現

行
よ
り
１
人
当
た
り
平
均

２
万
１
１
５
４
円
（

・
19

％
）
引
き
上
げ
る
提
案

38が
国
保
運
営
協
議
会
で
承

認
さ
れ
、
３
月
議
会
に
提

出
す
る
方
針
で
す(

新
つ
る

お
か
１
月

日
号
）。

10

こ
の
増
税
案
を
市
国
保

年
金
課
の
資
料
に
も
と
づ

き
所
得
階
層
別
で
影
響
を

み
る
と
表
の
と
お
り
で
す
。

所
得
１
２
７
万
円
以
下

（
給
与
収
入
換
算
２
０
７

万
円
以
下
）
の
１
人
世
帯

で
現
行

万
４
５
０
０
円

19

が
３
万
２
４
０
０
円
引
き

上
げ
の

万
６
９
０
０
円

22

に
、
同
３
人
世
帯
は
現
行

万
円
が
３
万
２
９
０
０

23円
引
き
上
げ
の

万
２
９

26

０
０
円
に
な
り
ま
す
。

国
と
市
の
責
任
で

国
保
加
入
世
帯
の
う
ち

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の

世
帯
が

％
を
占
め
て
お

67

り
、
今
で
も
多
額
の
税
額

に
さ
ら
に
増
税
を
課
す
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
保
会
計
の
危
機
は
、

加
入
者
の
責
任
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

も
と
も
と
国
が
国
庫
負

担
の
割
合
を
医
療
費
の
45

％
と
定
め
て
い
た
も
の
を
、

１
９
８
４
年
か
ら
国
庫
負

担
率
を
低
下
さ
せ
、
現
在

は

％
程
度
に
な
り
ま
し

23
た
。減

ら
さ
れ
た
国
庫
負
担

分
を
加
入
者
に
肩
代
わ
り

さ
せ
て
き
た
こ
と
が
、
高

す
ぎ
る
国
保
税
に
な
っ
て

い
る
最
大
の
要
因
で
す
。

市
は
国
保
に
対
す
る
一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰

り
入
れ
に
つ
い
て
、「
国
保

以
外
の
市
民
と
の
負
担
の

公
平
か
ら
不
適
切
」「
国
の

特
別
調
整
交
付
金
特
別
事

情
分
の
約
１
億
５
千
万
円

が
も
ら
え
な
く
な
る
」
な

ど
と
反
対
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
鶴
岡
市
の
国

保
会
計
に
対
す
る
繰
入
金

の
割
合
は
収
入
の
５
・
４

％
程
度
で
、
介
護
保
険
に

対
す
る
市
負
担
の

・
５

12

％
か
ら
見
て
も
少
な
い
の

は
明
ら
か
で
す
。

国
保
は
地
域
福
祉
の
一

端
を
担
い
、
社
会
保
障
制

度
と
し
て
国
と
自
治
体
が

支
え
る
責
任
が
あ
る
と
の

立
場
に
立
っ
て
、
増
税
で

は
な
く
市
民
の
負
担
減
こ

そ
検
討
す
べ
き
で
す
。

2016年１月17日
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（月１７７円程度）
1月 5人 5,500円
12月 50人 53,386円

高
等
科
２
年
担
任
安
野
次

郎
先
生
（
鶴
岡
市
大
宝
寺
）

八
栄
島
小
学
校
在
勤
12

年
安
野
先
生
も
、
飯
鉢
先

生
同
様
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で

短
距
離
や
テ
ニ
ス
が
強
か

っ
た
。

地
理
、
算
術
が
得
意
で

あ
る
。
授
業
中
外
を
ぼ
ん

や
り
見
て
い
る
生
徒
に
白

墨
を
投
げ
る
。
見
事
に
命

中
す
る
の
で
す
ご
い
と
思

っ
た
。

そ
の
後
何
年
か
し
て
教

頭
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
京

田
小
学
校
（
鶴
岡
市
）
で

校
長
に
昇
進
さ
れ
た
が
現

職
で
逝
去
さ
れ
た
。
同
級

生
３
人
で
葬
儀
に
参
列
し

た
。

◎所得階層・世帯人員別　税率改正影響額表　(改定率19.38％）

医療給付費分 後期支援金分 介護納付金分 ※資産税額49,000円(世帯平均)

現行 改正(案) 現行 改正(案) 現行 改正(案) ※介護2号被保険者1人

所得割率 6.00％ 8.30％ 2.40％ 2.40％ 2.20％ 2.60％ 表の見方

資産割率 19.50％ 19.50％ 10.0％ 10.0％ 7.50％ 7.50％ 改正前税額改正後税額 増減額

均等割額 24,000円 25,200円 7,800円 7,800円 9,700円 10,800円 負担率 負担率 改正率

平等割額 20,000円 22,200円 9,500円 9,500円 5,900円 8,400円 軽減該当

給与収入換算
所得額

１人世帯 ２人世帯 ３人世帯 世帯数

改正前税額改正後税額 増減額 改正前税額改正後税額 増減額 改正前税額改正後税額 増減額 構成割合

(基礎控除前) 負担率 負担率 改正率 負担率 負担率 改正率 負担率 負担率 改正率 累積割合

980,000以下 33万円以下

41,000円 2,100円 50,600円 2,500円 60,100円 2,800円 6,618世帯43,100円 53,100円 62,900円

4.2% 4.4% 5.1% 5.2% 5.4% 4.9% 6.1% 6.4% 4.7% 35.3％

7割軽減 7割軽減 7割軽減 35.3％

1,240,000以下 59万円以下

83,900円 10,600円 99,800円 11,200円 115,700円 11,800円 1,728世帯94,500円 111,000円 127,500円

6.8% 7.6% 12.6% 8.0% 9.0% 11.2% 9.3% 10.3% 10.2% 9.2％

5割軽減 5割軽減 5割軽減 44.6％

1,450,000以下 80万円以下

129,300円 18,300円 122,200円 16,700円 138,100円 17,300円 1,294世帯147,600円 138,900円 155,400円

8.9% 10.2% 14.2% 8.4% 9.6% 13.7% 9.5% 10.7% 12.5% 6.9％

2割軽減 5割軽減 5割軽減 51.5％

1,500,000以下 85万円以下

150,000円 21,000円 127,500円 18,100円 143,400円 18,700円 283世帯171,000円 145,600円 162,100円

10.0% 11.4% 14.0% 8.5% 9.7% 14.2% 9.6% 10.8% 13.0% 1.5％

5割軽減 5割軽減 53.0％

1,843,999以下111万円以下

177,600円 28,000円 187,700円 27,600円 170,900円 25,700円 1,646世帯205,600円 215,300円 196,600円

9.6% 11.1% 15.8% 10.2% 11.7% 14.7% 9.3% 10.7% 15.0% 8.8％

2割軽減 5割軽減 61.8％

2,071,999以下127万円以下

194,500円 32,400円 204,600円 31,900円 230,000円 32,900円 947世帯226,900円 236,500円 262,900円

9.4% 11.0% 16.7% 9.9% 11.4% 15.6% 11.1% 12.7% 14.3% 5.1％

2割軽減 2割軽減 66.8％

2,215,999以下137万円以下

205,100円 35,100円 236,900円 36,300円 240,600円 35,600円 504世帯240,200円 273,200円 276,200円

9.3% 10.8% 17.1% 10.7% 12.3% 15.3% 10.9% 12.5% 14.8% 2.7％

2割軽減 69.5％

2,587,999以下163万円以下

232,700円 42,100円 264,500円 43,300円 268,200円 42,600円 1,184世帯274,800円 307,800円 310,800円

9.0% 10.6% 18.1% 10.2% 11.9% 16.4% 10.4% 12.0% 15.9% 6.3％

2割軽減 75.9％

2,743,999以下174万円以下

244,300円 45,100円 276,100円 46,300円 279,800円 45,600円 404世帯289,400円 322,400円 325,400円

8.9% 10.5% 18.5% 10.1% 11.7% 16.8% 10.2% 11.9% 16.3% 2.2％

2割軽減 78.0％

2,959,999以下189万円以下

260,200円 49,200円 292,000円 50,400円 323,800円 51,600円 493世帯309,400円 342,400円 375,400円

8.8% 10.5% 18.9% 9.9% 11.6% 17.3% 10.9% 12.7% 15.9% 2.6％

80.6％

3,331,999以下215万円以下

287,800円 56,100円 319,600円 57,300円 351,400円 58,500円 701世帯343,900円 376,900円 409,900円

8.6% 10.3% 19.5% 9.6% 11.3% 17.9% 10.5% 12.3% 16.6% 3.7％

84.4％

4,615,999以下315万円以下

393,800円 83,100円 425,600円 84,300円 457,400円 85,500円 1,542世帯476,900円 509,900円 542,900円

8.5% 10.3% 21.1% 9.2% 11.0% 19.8% 9.9% 11.8% 18.7% 8.2％

92.6％

5,787,999以下409万円以下

493,400円 108,600円 525,600円 109,400円 557,000円 111,000円 601世帯602,000円 635,000円 668,000円

8.5% 10.4% 22.0% 9.1% 11.0% 20.8% 9.6% 11.5% 19.9% 3.2％

95.8％

6,900,000以下501万円以下

591,000円 133,300円 622,800円 134,500円 654,600円 135,700円 283世帯724,300円 757,300円 790,300円

8.6% 10.5% 22.6% 9.0% 11.0% 21.6% 9.5% 11.5% 20.7% 1.5％

97.3％

8,055,555以下605万円以下

701,200円 138,200円 733,000円 114,200円 759,800円 90,200円 167世帯839,400円 847,200円 850,000円

8.7% 10.4% 19.7% 9.1% 10.5% 15.6% 9.4% 10.6% 11.9% 0.9％

98.2％

9,111,111以下

605万円超 783,700円 66,300円 807,700円 42,300円 831,700円 18,300円 330世帯850,000円 850,000円 850,000円

 (700万円) 8.6% 9.3% 8.5% 8.9% 9.3% 5.2% 9.1% 9.3% 2.2% 1.8％

100.0％

限度超所得 改正分 限度超所得 改正分 限度超所得 改正分 未申告世帯

医療分 5,909千円 医療分 5,606千円 医療分 5,302千円 除く

支援分 6,489千円 支援分 6,164千円 支援分 5,839千円 計

介護分 5,605千円 介護分 5,605千円 介護分 5,605千円 18,725世帯

設定条件：①世帯主は被保険者　②所得は全て世帯主の所得　③所得は事業所得とする　④世帯数は27年度試算値　⑤限度額は27年度改正値

平成27年度算定平均所得：世帯当たり115万3,306円



鈴
木
重
雄
氏
の
「
私
の

昭
和
」、
毎
回
大
変
楽
し
く

読
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
９

月

日
１
０
１
６
号
か
ら

27
ず
ー
っ
と
で
す
。

鈴
木
氏
よ
り
４
歳
遅
く
、

私
は
昭
和
６
年
大
川
渡
に

生
ま
れ
、
同
年
９
月

日
18

満
州
事
変
が
起
こ
り
ま
し

た
。
そ
の
き
っ
か
け
を
つ

く
っ
た
一
人
が
鶴
岡
出
身

の
石
原
完
爾
中
将
で
す
。

父
親
の
お
巡
り
さ
ん
の
勤

務
地
で
あ
っ
た
藤
島
で
藤

島
小
学
校
在
校
生
で
し
た
。

私
の
小
学
校
入
学
は
昭

和

年
、
そ
の
前
年
の

13

12

年
７
月
７
日
、
七
夕
の
日

に
支
那
事
変
が
勃
発
。
小

学
４
年
生
の

月
８
日
真

12

珠
湾
攻
撃
・
日
米
開
戦
。

旧
制
中
学
２
年
の
８
月
15

日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
託
・

日
本
敗
戦
。
文
字
通
り
戦

争
に
明
け
暮
れ
た
時
代
の

少
年
時
代
で
し
た
。

民
報
藤
島
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
戦
前
・
戦
中
・

戦
後
の
思
い
出
話
を
少
々

記
述
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

中
村
草
田
男
に
〝
降
る

雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に

け
り
〟
の
句
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
倣
っ
て
主
題

な
ら

は
〝
昭
和
も
遠
く
〟
と
し

た
い
。

さ
て
今
日
の
副
題
は
〝

佐
藤
幸
徳
中
将
・
杉
原
千

畝
領
事
・
日
本
共
産
党
〟

と
し
た
い
。
こ
こ
ろ
は
「
自

分
の
身
の
危
険
も
顧
み
ず
、

世
の
た
め
他
人
の
た
め
に

ひ

と

全
力
で
尽
く
し
た
人
物
そ

し
て
団
体
組
織
」。
具
体
的

な
事
蹟
・
経
緯
は
次
回
に

譲
り
ま
す
。

町
内
会
の
新
年
会

町
内
会
の
新
年
会
で
指

名
さ
れ
乾
杯
の
音
頭
を
と

っ
た
。
私
の
一
年
の
計
は
、

戦
争
法
廃
止
の
た
め
署
名

と
参
院
選
挙
に
頑
張
る
こ

と
だ
と
申
し
上
げ
乾
杯
し

た
。

▲
初
め
に
出
た
話
が
首
相

の
横
暴
と
言
う
こ
と
だ
っ

た
。
や
は
り
憲
法
を
無
視

し
戦
争
が
出
来
る
国
に
し

た
こ
と
、
臨
時
国
会
を
開

か
な
か
っ
た
こ
と
に
怒
り

を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い

と
い
う
こ
と
だ
し
、
こ
れ

は
議
論
を
ま
た
な
い
。

▲
車
座
で
議
論
に
な
っ
た

の
が
「
軽
減
税
率
」
の
こ

と
だ
っ
た
。
勿
論
彼
ら
の

狙
い
で
あ
り
、
こ
う
思
っ

て
い
る
国
民
は
少
な
く
な

い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の

は
、
公
明
党
が
頑
張
っ
た

か
ら
合
意
に
な
っ
た
、
と
。

し
か
し
、
こ
れ
は
議
論
の

中
で
完
全
に
否
定
さ
れ
た
。

▲
こ
こ
で
は
っ
き
り
し
た

こ
と
は
、
税
率
の
軽
減
で

は
な
く
「
税
率
の
据
え
置

き
」
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
。

し
か
も
そ
れ
は
消
費
税
を

引
き
上
げ
た
い
か
ら
の
話

だ
と
い
う
こ
と
。
ほ
か
の

部
分
の
税
率
が
上
が
っ
た

ら
食
費
を
削
っ
て
で
も
生

活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。
誰
か
が
言
っ
た

ん
だ
。
今
度
の
参
議
院
選

挙
で
消
費
税
を
引
き
上
げ

た
い
奴
等
を
落
と
せ
ば
、

そ
ん
な
「
合
意
」
は
チ
ャ

ラ
に
な
る
ん
だ
、
と
良
い

結
論
で
終
わ
っ
た
ん
だ
。

▲
良
く
な
い
こ
と
は
、
自

民
党
と
公
明
党
が
消
費
税

を

％
に
上
げ
る
こ
と
を

10
国
民
に
押
し
付
け
る
働
き

を
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の

動
き
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
マ

ス
コ
ミ
が
流
し
た
こ
と
だ
。

こ
こ
は
、
我
が
新
年
祝
賀

会
の
よ
う
な
議
論
こ
そ
マ

ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
て
ほ

し
い
も
の
。

▲
私
に
は
こ
の
新
年
祝
賀

会
が
、
全
国
に
広
が
っ
て

い
る
「
戦
争
法
廃
止
」「
誰

の
子
供
も
戦
争
で
殺
さ
せ

な
い
」
の
運
動
・
そ
の
力

が
我
が
集
落
に
も
厳
然
と

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
嬉

し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
石
川
）

で
結
ば
れ
た
夫
婦
の

余
70

年
の
歴
史
を
見
つ
め
る
。

９
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
貧

し
い
な
が
ら
も
幸
せ
な
暮

ら
し
が
、
国
家
が
起
こ
し

た
戦
争
に
子
ど
も
が
取
ら

れ
壊
さ
れ
て
い
く
。
そ
し

て
戦
後
、
末
の
息
子
夫
婦

は
借
金
で
農
地
の
規
模
拡

大
。
長
女
の
夫
は
炭
鉱
閉

山
で
原
発
労
働
者
に
と
政

府
の
政
策
に
翻
弄
さ
れ
る
。

そ
れ
を
屋
根
か
ら
の
目
線

で
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

再
演
す
る
の
は
、
再
び

戦
争
へ
と
向
か
う
安
倍
政

権
へ
の
批
判
か
ら
。
昨
年

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
１
月

日
付
け

10

歳
）
の
脚
本
家
、
劇
作
家
、

戦
争
中
は
一
時
上
山
市
に

集
団
疎
開
も
。
１
９
７
７

年
、
北
海
道
富
良
野
市
に

東
京
か
ら
移
住
、
富
良
野

塾
を
開
い
て
俳
優
、
脚
本

家
を
育
成
。
１
９
８
１
年

テ
レ
ビ
「
北
の
国
か
ら
」

が
話
題
に
な
り
毎
日
芸
術

賞
を
は
じ
め
多
く
を
受
賞
。

「
僕
の
集
大
成
」
と
言
う

再
演
の
思
い
を
語
っ
て
い

る
。こ

の
演
劇
は
、
大
正
12

（
１
９
２
３
）
年
、
開
拓

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海

道
委
員
会
」
呼
び
か
け
人

に
な
っ
た
。「
僕
は
ね
、
昔
、

作
家
仲
間
に
右
翼
だ
っ
て

言
わ
れ
た
の
で
す
よ
。
と

こ
ろ
が
い
つ
の
間
に
か
左

翼
だ
っ
て
言
わ
れ
る
の
で

す
。
実
際
、
今
は
志
位
さ

ん
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
、

一
番
僕
の
頭
に
近
い
。」
と

笑
う
。
国
民
連
合
政
府
提

案
は
団
体
の
み
な
ら
ず
こ

の
よ
う
な
社
会
的
力
を
持

つ
著
名
人
に
も
依
拠
し
て

で
き
る
こ
と
を
展
望
し
て

い
る
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版

１
月

日
号
。
倉
本
さ
ん

10

は
１
９
３
５
年
生
ま
れ（
81

鶴
岡
市
の
消
防
出

初
め
式
が

日
、
市

10

役
所
前
で
行
わ
れ
、

市
消
防
団
の
団
員
４

０
０
人
と
市
消
防
本

部
（
神
林
只
男
消
防

長
）
の
１
０
０
人
、

計
５
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

は
し
ご
乗
り
・
ま

と
い
振
り
隊
の
妙
技

の
披
露
に
市
民
の
大

き
な
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

藤
島
地
域
の
出
初

め
式
は
２
０
１
４
年

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。（
写
真
・
藤
島

方
面
隊
の
梯
子
乗
り
、

分
列
行
進
の
女
性
消

防
団
）


